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令和CAST ｢社会にインパクトある研究｣ 第7回討論会
｢社会課題解決の議論への経済学および農学的視座と問題提起｣

2022年9月29日(木) 13:00-16:00   @WEB

東北大学大学院工学研究科
先端学術融合工学研究機構(令和CAST)

社会インパクト推進ユニット
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【理想像must】目標: 人類の幸福の実現
・文明を支える価値の創造
・豊かな人間性の涵養

社会課題の解決への目標

入学後に意識改革 (学びの質的転換)
• “大学教育は違う”：記憶でなく本質を
考え，議論すること。
• 人間形成への動機付け(reset)
衝撃的体験の機会

• 憧れ：課外活動，スポーツ(潔さの精神・協働)，
• べき論：解剖実習，パブリックワーク，
• 努力の成果の実感による自信：課外活動，
• 超一流の刺激：留学，
• 非日常：製鉄所見学，農場実習，体験就業

新自由主義に基づく一連の大学改革
•教養教育の軽視(大学設置基準の大綱化)
•修士定員>学部定員(重点化)
•博士進学者激減(大学と育英会の法人化)
•短期的評価と成長至上主義

過度で急速なディジタル化，都市への一極集中，
効率至上，情報取得の早さで稼ぐ, 浮足立った風潮。
➜人は自然と関わらなくなった。

ものを作らなくなった。道草をしなくなった。

市場経済原理
・過度の競争社会
・過度の成果主義
・過度の私利優先

俯瞰図：大学教育を深化させ，自立的に思考する人が増え，”持続可能で心豊かな社会”の実現に近づく
～大学での専門教育と教養教育の位置づけ～

課題解決の
“推進”能力(can)
(ambitious)
不撓不屈の心

人間形成 (意思will)
• “人類の幸福の実現に貢献する”気概。
•天職の探索と生き甲斐の発見。
•自然の妙への好奇心と感動を失わない。
•自然への畏敬の念: 自然の中で生かされている感覚。
•自律を可能にする普遍的理念の設定。
•社会を牽引する人間性の開拓(理想に近づこうとす
る信念) 金井2

日本人らしさは失わない
(identity)

利他的行為により脳の報酬系
回路でドーパミンが放出され，
その行動が強化される

携わる人も
心豊かになる

(利他)

create

惹起

実現に近づく 設定

専門の目標の延長上に
あってほしい

設定
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日本

このままでは国力が低下。教育の質向上･長期的視野の研究が難しい現状で大学はどうするか
新自由主義の
跋扈1983-

国立大学法人化
(2004年)

大企業の中央研究所の解体(米国)※3

経済格差の拡大

教育の商業化(留学生
からの高額授業料) 大学ランキングの活用

企業経営者の長期ビジョンが喪失※3

(3か月ごとに利益を上げなければならない)

大企業の中央研究所の
解体(日本)1990年代～

ベトナム戦争(1955-75)，
その後の米国財政の危機 資本主義の金融化

育英会奨学金
廃止(2004年)

博士課程進学者
の減少(2004年
～)

世界

大学重点化
(1996-98年)

若手研究職ポスト減
少/研究の魅力減少

従来の方針の延長
のままでは，
国力が低下する人口減少

初等中等教育の偏り
➜自然への好奇心が弱くなる

大量生産・大量消費
製品の寿命が短く，製品保証期間の短縮?

環境破壊

国家財政の破
綻の危機1995-

ものづくり日本の
凋落1990-

発展途上国の発展

社会保障制度(医療費･介護･
年金)の維持の困難の可能性

ほかにも要因があるのだろ
うか？

社会の不安定化
グローバル化進展

GAFAMへの法人税増税の困難化

所得の再分配が困難

過剰な造幣と国債
による金余り1980-

金本位制が終了
1971年

株/不動産
バブル

人･企業の意識の変化
• 働かずに大逆転の成功体験
• 投資家(株主)を最重視する
• お金への執着
• ｢会社の存続｣よりも金儲け
• 金のための過度な競争社会
• 費用対効果を重視巨大投資

ファンド会社

インターネットの普及
➜社会変化が急激に

企業経営者の
ものづくりへの使命感･こ
だわりの低下，
長期的開発の視野が欠如

産業構造の変革の遅れ？
長所短所は整理されている
のだろうか？

年功序列・終身雇用制から
の脱却の遅れ？長所短所は
整理されているのだろう
か？

戦後の企業
創始者の引退

Japan as No. 1
(1979)

日本 の過
剰な 自信
1980年代

国の凋落

金融のみに立脚した
価値判断

回避には，政府が
民主的に指示され
る必要がある

米国からの内需拡大
の要請1991

教育の商業化･塾産業の繁栄
➜主体的に学習できなくなる

ベルトコンベヤーに
よる自動車の大量生
産(1910年代) • 人を製造のための機械化

• 経営者と労働者の格差

右肩上がりの経済
発展を目指す教育，
しかし，進むべき
道の根本を決めず

教養部解体

選択と集中

•不 十 分 な マ ー ケ
ティング(価値作り)
•過剰仕様
•技術者が技術のみ

直近の研究費獲得に繋
がらない研究・評価の
難しい教育のプロジェ
クトは嫌われる

大学が，社会的共
通資本の役割を果
せなくなる

19世紀英国で，利益＝売
上-経費との考えで損益
計算書ができ，ここから
儲けることが第一となり
利益至上主義が生まれる

大学

1970以前 1970-1990

1990-2010 2010-現在 2030-

戦前

対策

労働人口
の減少

WWIIでの米国のロシア
共産党への過剰支援※1

米国のソ連承
認(1933)※1,2

米国の中国承認
(1979)※1,2

共産主義へ
の恐れ※1,2

catch up 時代の終
焉，創造性が求め
られる時代

消費層の
減少

しかし，教育課程
の基本は維持

｢本物に触れる｣幼
少期～，自然，芸
術，ものづくり

ヤルタの秘密
協定(1945)※1,2

高所得者に政治
的決定権が集中

*1「日米戦争を起こしたのは誰か」(ルーズベルトの罪状･フーバー大統領回顧録を論ず)勉誠出版
*2「紛争輸出国アメリカの大罪」祥伝社新書
*3「知の逆転」マービン・ミンスキー

米国が全中国を共産
党に与える(1945)※1,2

•論文をもとに試作
品を作る
•サプライチェーン
管理など俯瞰的に
研究成果を社会に
出す方策を練る

グローバル化の脆弱性
が認識され，経済安全
保障が重視される

コロナ禍2020-

ロシアのウクラ
イナ侵攻2022-

国際的経済政策の
目的は，より開放
的になることでは
なく，国民の生活
の質の向上。
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背景・目的
【ものづくりの衰退】⽇本は終戦後，加⼯貿易を基軸に奇跡的な経済成⻑を果した。しか
しキャッチアップを果した1990年代中期以降，経済成⻑率は2%前後になり顕著に成⻑でき
ないばかりか，新興国の発展，不得意なグローバル化・情報⾰命が次々と起き，原料，燃
料，⾷料の輸⼊に必要な約30兆円相当の外貨獲得を，従来型技術を⽣かした加⼯貿易に依
存し続けることが難しくなっている。さらに⾮⺠主主義国家陣営の⾝勝⼿で攻撃的な政策
により，原料，燃料，⾷料の調達に関わる経済安全保障も注視されるようになっている。
【環境問題】⽇本は少資源で⾷料⾃給率も低い⼀⽅，内需拡⼤のため，⼤量⽣産・⼤量消
費を奨励し，近年製品の寿命が短かくなったことや⾷品の無駄を⾒過ごしている。このよ
うに資源は無尽蔵にあるかのように買いさえすれば良いという⾦融⾄上主義の短期的な考
え⽅は，⼤きな環境負荷をもたらし，また倫理的問題であると指摘されている。
【経済成長は手段の一つ】今世紀になり，⽇本は国を挙げてイノベーション創出による経
済成⻑をひたすら⽬指しているが，成⻑は農地の限られる農村では原理的に難しい⼀⽅，
都市部ではすでに⼈々が満⾜できる程の経済的豊かさが得られている。経済的豊かさは
「⼼豊かな社会」を創るための必要条件の⼀つであろうが，永遠に経済成⻑ができない以
上，成⻑の数値達成を⽬指し，常に追い⽴てられるのは⼈々に不安を煽るのではないか。
【定常経済の大設計】ひたすら経済成⻑を⽬指すよりは，「定常経済」において，①環境
のため贅沢を排し，②原料，燃料，⾷料の調達の収⽀を合わせる努⼒(イノベーション創出
を含む)の上に，③⼈類の⽣きる根幹に関わる創造性を⼤切にして，⼈々が⼼豊かに⽣きる
社会のあり⽅（理想像），その⻑期的実現⽅策の追究も必要ではないか。
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話題提供・発表
経済学研究科 秋田次郎教授「社会課題解決の議論への経済学的視点と問題提起」
「社会にインパクトある研究」が狙う「社会課題解決」に関わる「経済学」と周辺領域の

「視点」からの議論枠組を整理した上で，若⼲の問題を提起する。効率性と衡平性の概念，
財とサービスの概念，市場機構の資源配分機能とその失敗といったベーシックミニマムを巷
間しばしば誤解され易い点に結び付けて説明した上で，Web3，Global Value Chain，
Sustainabilityといった変貌していく環境下での今後の⽇本経済の⽴ち位置について議論する
為の叩き台を提供する。

農学研究科 伊藤房雄教授「食料消費分析からみる行動変容の難しさとこれからの食農教育の
あり方」
⾷料⾃給率38％の「飽⾷」⽇本では今⽇，「⾷」の安全・安⼼に対する需要の⾼まりとと

もに⼤量の⾷品ロスが発⽣している。⼀⽅，農業・農村に⽬を転じると，そこには農業従事
者の⾼齢化や担い⼿不⾜，耕作放棄地の増⼤，等々といった農業⽣産の課題のみならず，農
村の活⼒は著しく低下し，⽣活基盤が脆弱化している。それらは農業・農村が有する景観や
貯⽔といった多⾯的機能を低下させるとともに，再⽣産に超⻑期の時間を要する農地など地
域資源の管理をもままならない状況に追い込んでいる。乱暴な⾔い⽅ではあるが，これは⾷
料の「作り⼿」と「繋ぎ⼿」「⾷べ⼿」が「顔の⾒えない関係」となった帰結であり，戦後
の農業の近代化と農業政策および経済発展に伴う⽣活様式の変化に起因する。これらの問題
をどのように解決していくのがよいのか，消費者主権のもとでの⾏動変更の難しさと⾷農教
育のあり⽅を通して考えてみたい。
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